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協
議
会
だ
よ
り

「
介
護
、
保
育
士
の
賃
上
げ
」

を
め
ぐ
り
、
厚
生
労
働
省
に

緊
急
申
し
入
れ

　

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
一
日
付
の

『
共
同
通
信
』
が
、
政
府
が
介
護
職
や

保
育
士
の
賃
金
を
月
額
で
三
％
程
度
に

あ
た
る
約
九
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
る
方

針
を
固
め
た
こ
と
、
一
九
日
に
決
定
す

る
経
済
対
策
に
盛
り
込
み
、
二
〇
二
一

年
度
補
正
予
算
な
ど
を
財
源
と
す
る
と

し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
は
、
看
護
師
や
幼
稚
園
教
諭
の

賃
上
げ
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
童
保
育
指
導

員
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
方
、
同
年
一
一
月
一
三
日

付
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
働
く
人
も
同
様
に
賃
上
げ
す

る
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
道
を
受
け
て
、
各
地
の

学
童
保
育
関
係
者
か
ら
、
全
国
学
童
保

育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国
連
協
）

事
務
局
に
指
導
員
の
賃
上
げ
を
期
待
す

る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
六
日
、
全
国
連

協
は
、「
学
童
保
育
の
処
遇
改
善
に
か

か
わ
る
緊
急
申
入
書
」
を
厚
生
労
働
省

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

「
一
一
月
一
九
日
に
決
定
さ
れ
る
経
済

対
策
に
盛
り
込
ま
れ
る
、
介
護
、
保
育

士
の
賃
上
げ
を
、
学
童
保
育
指
導
員
も

対
象
と
し
、
処
遇
改
善
の
実
現
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
の
根
幹
を
担
う
専
門

性
を
持
っ
た
指
導
員
の
専
任
・
常
勤
・

複
数
体
制
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
」

　

ま
た
、
自
由
民
主
党
の
国
会
議
員
で

構
成
さ
れ
る
議
員
連
盟
「
自
由
民
主
党

学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
推

進
議
員
の
会
」
に
所
属
す
る
国
会
議
員

の
方
々
と
懇
談
し
た
折
に
も
、
こ
の
要

望
を
伝
え
ま
し
た
。

　

同
年
一
一
月
一
九
日
、
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の

た
め
の
経
済
対
策
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
看
護
、
介
護
、
保
育
、
幼
児
教
育

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が

重
な
る
最
前
線
に
お
い
て
働
く
方
々
の

収
入
の
引
上
げ
を
含
め
、
全
て
の
職
員

を
対
象
に
公
的
価
格
の
在
り
方
を
抜
本

的
に
見
直
す
。
民
間
部
門
に
お
け
る
春

闘
に
向
け
た
賃
上
げ
の
議
論
に
先
ん
じ

て
、
保
育
士
等
・
幼
稚
園
教
諭
、
介
護
・

障
害
福
祉
職
員
を
対
象
に
、
賃
上
げ
効

果
が
継
続
さ
れ
る
取
組
を
行
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
収
入
を
三
％
程
度
（
月

額
九
〇
〇
〇
円
）
引
き
上
げ
る
た
め
の

措
置
を
、
来
年
二
月
か
ら
前
倒
し
で
実

施
す
る
」。

　

現
時
点
で
、
学
童
保
育
指
導
員
が
こ

の
賃
上
げ
の
対
象
と
な
る
か
の
確
証
は

得
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

二
四
日
に
は
厚
生
労
働
省
か
ら
、
内

閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
「
全
世
代
型
社

会
保
障
構
築
会
議
」
の
下
に
開
催
さ
れ

る
公
的
価
格
評
価
検
討
委
員
会
に
、
全

国
連
協
と
し
て
の
意
見
書
を
出
す
よ
う

に
依
頼
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　「
一
一
月
一
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
『
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た

め
の
経
済
対
策
』
に
記
さ
れ
た
『
看
護
、

介
護
、
保
育
、
幼
児
教
育
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
重
な
る
最
前

線
に
お
い
て
働
く
方
々
の
収
入
の
引
上

げ
』
に
、『
学
童
保
育
』
を
加
え
、
す

べ
て
の
学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
改
善

を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
」

　

公
的
価
格
評
価
検
討
委
員
会
は
、
看

護
、
介
護
、
保
育
な
ど
の
現
場
で
働
く

者
の
収
入
の
引
き
上
げ
を
含
め
、
公
的

価
格
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
会

議
で
す
（
第
一
回
は
二
〇
二
一
年
一
一

月
九
日
に
開
催
）。
第
二
回
以
降
の
く

わ
し
い
こ
と
は
わ
か
り
し
だ
い
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
二
〇
二
一
年
春
か
ら
、

「
一
人
ひ
と
り
の
声
」
を
国
と
自
治
体

に
届
け
る
取
り
組
み
を
つ
づ
け
て
い
ま

す
（
く
わ
し
く
は
本
誌
二
〇
二
一
年

六
月
号
の
「
協
議
会
だ
よ
り
」
参
照
）。

こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
か
ら
、「
専
門

的
な
知
識
と
技
能
を
備
え
た
指
導
員
が

就
労
を
継
続
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
」

「
学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
を
改
善
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
保
護
者
の
切
実
な
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声
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
学
童
保
育
に
通

い
つ
づ
け
る
た
め
に
は
、
学
童
保
育
の

役
割
と
生
活
内
容
、
指
導
員
の
仕
事
の

理
解
を
広
げ
な
が
ら
、
指
導
員
が
働
き

つ
づ
け
ら
れ
る
条
件
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
保
護
者
と
信
頼
関
係

を
築
き
、
共
に
学
童
保
育
の
生
活
内
容

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
た
し
か
め
あ
い
、
学
童
保
育
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
前

進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
計
検
査
院
の
指
摘
か
ら

…
…
補
助
金
の
適
切
な
運

用
、
会
計
処
理
を

　

会
計
検
査
院
（
税
金
や
国
債
の
発
行

に
よ
っ
て
国
が
集
め
た
お
金
が
正
し

く
、
ま
た
、
無
駄
な
く
有
効
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
）が
、

二
〇
一
八
年
度
、
二
〇
一
九
年
度
に
交

付
金
を
受
け
た
一
二
都
道
府
県
の
四
七

市
町
村
の
学
童
保
育
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
九
都
府
県
の
一
八
市
町
村
で
、
土

曜
日
の
開
所
日
数
の
数
え
方
に
誤
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
二
〇
二
一
年

一
〇
月
二
〇
日
、
会
計
検
査
院
法
第
34

条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
内
閣
総
理
大

臣
お
よ
び
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、

是
正
の
処
置
を
要
求
し
及
び
是
正
改
善

の
処
置（
国
と
県
へ
の
過
請
求
の
返
還
）

を
求
め
ま
し
た
。
具
体
的
な
内
容
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ア　

内
閣
府
に
お
い
て
、
交
付
金
が
過

大
に
交
付
さ
れ
て
い
た
一
八
市
町
村
に

対
し
て
、
過
大
に
交
付
さ
れ
た
交
付
金

に
つ
い
て
返
還
手
続
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

イ　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
市
町
村

に
対
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
に
あ
る
開
所
の
要

件
の
説
明
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
集

約
し
て
示
す
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
利

用
す
る
児
童
が
少
数
で
あ
る
土
曜
日
等

に
健
全
育
成
事
業
を
実
施
す
る
場
合
の

開
所
の
要
件
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

ウ　

内
閣
府
に
お
い
て
、
利
用
す
る
児

童
が
少
数
で
あ
る
土
曜
日
等
を
含
ん
だ

年
間
開
所
日
数
が
二
五
〇
日
程
度
で

あ
っ
た
り
、
利
用
す
る
児
童
が
少
数
で

あ
る
土
曜
日
等
に
合
同
で
健
全
育
成
事

業
を
実
施
し
た
複
数
の
支
援
単
位
で
年

間
開
所
日
数
等
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
す

る
な
ど
の
交
付
額
に
影
響
し
や
す
い
場

市町村名 過大に交付されてい
た国からの交付金

国と都道府県に返還
した交付金の合計

群馬県沼田市 1061.4万円 2122.8万円
群馬県嬬恋村 281.1万円 562.2万円
千葉県君津市 774.5万円 1549万円
千葉県南房総市 170.3万円 340.6万円
東京都あきる野市 194.1万円 388.2万円
石川県金沢市 2535万円 5070万円
石川県羽咋市 32.2万円 64.4万円
石川県志賀町 442.2万円 884.4万円
京都府城陽市 652.3万円 1304.6万円
京都府長岡京市 667.1万円 1334.2万円
兵庫県洲本市 1406.7万円 2813.4万円
兵庫県芦屋市 214.8万円 429.6万円
奈良県大和高田市 214.0万円 428万円
奈良県葛城市 581.4万円 1162.8万円
奈良県宇陀市 285.7万円 571.4万円
奈良県三里町 0.1万円 0.2万円
宮崎県高鍋町 239.1万円 478.2万円
沖縄県今帰仁村 308.0万円 616万円

合
に
、
開
所
日
及
び
開
所
時
間
が
開
所

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

市
町
村
が
根
拠
資
料
を
用
い
て
確
認
す

る
よ
う
に
し
た
り
、
市
町
村
が
開
所
の

要
件
を
理
解
等
し
た
上
で
実
績
報
告
書

を
作
成
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
必
要
な
審
査
を
行
う
よ
う
に
し
た

り
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　

例
え
ば
、「
Ａ
」
と
「
Ｂ
」
二
つ
の
「
支

援
の
単
位
」
で
運
営
し
て
い
る
学
童
保

育
が
、
利
用
す
る
子
ど
も
の
人
数
が
少

な
い
土
曜
日
な
ど
に
「
Ａ
」「
Ｂ
」
合

同
で
保
育
を
行
う
際
に
、「
支
援
の
単

位
」
ご
と
に
放
課
後
児
童
支
援
員
を
複

数
配
置
し
て
い
な
い
場
合
は
、
開
所
日

数
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
に

な
ら
ず
、「
Ａ
」「
Ｂ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
支

援
の
単
位
」
の
開
所
日
数
に
含
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
の
会
計
検
査
院
の
注
意
喚

起
は
、
厚
生
労
働
省
が
市
町
村
に
そ
の

こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
、
開
所
日

数
の
算
定
は
交
付
額
に
大
き
く
影
響
す

る
の
で
、
市
町
村
が
各
学
童
保
育
か
ら

の
申
請
内
容
を
確
認
し
、
都
道
府
県
が

必
要
な
審
査
を
行
う
な
ど
の
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
す
。
あ

ら
た
め
て
、
補
助
金
の
適
切
な
運
用
、

会
計
処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

表	 過大に交付されていた交付金の交付額	
（平成 30、令和元年両年度の計）

＊会計検査院資料「内閣総理大臣 厚生労働大臣宛て『放課後児童
健全育成事業に係る子ども・子育て支援交付金の算定等の状況
について』」（2021年10 月 20 日付）を元に全国連協が作成。

＊交付金は、国と都道府県と市町村で３分の１ずつという補助率に
なっています（市町村が補助単価の３分の１の金額を負担して、国
と県に申請することで、満額受け取ることができます）。


